
2021 年度 運輸安全報告書 
 

アクロス大阪バス株式会社 

 

１．輸送の安全に関する基本的な方針（安全方針） 

 安全・接客こそが最良のサービスを基本理念に弊社では社員一丸となって輸送の安全に取

り組んでまいります。 

安全方針 

1. 輸送の安全確保が事業の根幹であることを深く認識し、安全確保に全力を尽くします。 

2. 旅客運送事業者の責務として自動車関連法令及び関連する規定を遵守します。 

3. 運輸安全マネジメントを確実に実施し、全社員の安全意識を高め、一丸となって輸送の

安全性向上に努めます。 

4. 輸送の安全に関する情報を積極的に公開し、お客様に安心と信頼を提供します。 

 

 

２．輸送の安全に関する目標（安全目標）及び目標の達成状況 

目標 

人身事故０件を目指します。 

物損事故０件を目指します。 

車庫内事故０件を目指します。 

車両事故０件を目指します。 

達成状況 

人身事故     ０件     達成 

物損事故     １件     未達成 

車庫内事故    ０件     達成 

車両事故     ０件     達成 

 

 

３．事故に関する統計 

人身事故                   ・・・・   ０件 

車内人身事故                 ・・・・   ０件 

自動車事故報告規則第２条に基づく重大事故   ・・・・   ０件 

 

４．輸送の安全のために講じた措置及び講じようとする措置 

1. 安全運行に関する乗務員教育を定期的に実施し、安全に対する意識の向上を図ります。 

2. 健康診断や適性診断による対面個別指導の実施を行います。 

3. 出庫時、入庫時及び宿泊地への到着時に運行管理者（補助者）による厳正な点呼と共に

アルコールチェックを行います。 

4. 安全に関する情報を共有し、非常時における情報の伝達が速やかに行われるための連絡

体制を構築することにより、事故・災害等に的確に対応します。 

5. 春・夏・秋・年末年始の全国交通安全運動にあわせて事故防止運動を実施します。 

 

５．輸送の安全に係る情報の伝達その他の組織体制 

別紙 「輸送に関する指揮命令系統図」「危機管理体制」参照 

 

 



 

６．輸送の安全に関する教育及び研修の実施状況 

４月    春の交通安全運動の実施に合わせた安全目標の設定に関する取り組み 

 ドライブレコーダーの記録を利用した研修 

７月    夏の交通安全運動の実施に合わせた安全目標の設定に関する取り組み 

      健康管理の重要性 

    内部監査員（グループ全体で指名）運輸安全マネジメントセミナー受講 

９月    秋の交通安全運動の実施に合わせた安全目標の設定に関する取り組み 

      ドライブレコーダーの記録を利用した研修 

１２月   東大阪消防署員による救急救命講習受講 

１月    外部講師によるドライブレコーダー映像を利用した、事故事例からの事故対 

策講習 

      雪道路上実技及びチェーン研修 

      運輸安全マネジメントセミナー受講 

 

 

７．輸送の安全に係る内部監査の結果並びに結果に基づき講じた措置及び講じようとする措置 

内部監査規定に基づき２０２２年３月に内部監査を実施した結果、事故記録簿（事故後の

指導教育・処分）の記載漏れがありました。直ちに記載し、今後は記載漏れのないよう再

度見直しを行うと共に、他の運行管理者によるダブルチェックを行うよう改善を指示し

た。 

 

８．安全管理規定 

別紙 「安全管理規定」 参照 

 

９．安全統括管理者 

令和元年８月２８日 選任 

中川 吉孝 


